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令和４年９月２２日 

 

福知山市議会議長 髙橋 正樹 様 

 

予算審査委員会委員長 芦田 眞弘 

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 本委員会に付託された議案について、審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第

８０条の規定により報告します。 

 

記 

 

１ 委員会付託議案 

・議第１７号「令和４年度福知山市一般会計補正予算（第４号）」 

・議第１８号「令和４年度福知山市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）」 

・議第１９号「令和４年度福知山市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）」 

・議第２０号「令和４年度福知山市下水道事業会計補正予算（第１号） 

・議第２６号「財政調整基金の繰入れについて」 

 

２ 審査の概要 

９月１４日、１５日に委員会を開催し、付託議案の審査を行いました。各所管部署より

詳細な説明を受け議案審査を行いましたので、主な概要について報告します。 

初めに、議第１７号の三和地域交流拠点施設整備事業について、「シャワールームを 

１０室（うち車椅子用２室）とした根拠及びジェンダーフリーを考慮した設備の考え」を

問う質疑があり、「コロナ禍以前の平成２９年度の合宿状況として、年間１１１件の利用

があり、そのうちの９３．７％が６人以上ということで、団体の最小単位を４人から６人

と想定して、男女別に４、５人が一度に使用できるように通常のユニットを４室と車椅子

用を１室設定した。ジェンダー対応としては、シャワー室に関する国の指針は示されてお

らず、運用面の中で対応していきたい」との答弁がありました。続いて、「宿泊施設を減少

する理由」を問う質疑があり、「これまでは２階と３階が宿泊施設であり、部屋の稼働率が

４０％前後であった。稼働率を上げるため半減し、３階のみとした」との答弁がありまし

た。 

次に、マイナンバーカード普及強化事業について、「臨時職員に関する費用として 

４４８万５，０００円が計上されているが、人数や体制」を問う質疑があり、「４人の雇用

を予定しており、自治会や企業へ２班体制で出向き、出張申請窓口を開設する計画である」

との答弁がありました。 

次に、高齢・障害福祉施設等物価高騰対策支援事業について、「原油価格高騰対策分の車
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両に対する補助の詳細」を問う質疑があり、「今回については、資源エネルギー庁が発表し

ている都道府県ごとのガソリン小売価格と、国土交通省が公表している燃費の基準値、市

内の事業所に聞き合わせをした平均的な走行距離などから燃料使用量を積算し、市で１台

あたりの単価として、乗車定員５人以下の車両は６，５００円、６人以上の車両は１３，

０００円に設定した」との答弁がありました。 

次に、福知山市生活支援給付金事業及び福知山市生活応援事業について、「事業の背景

や目的は同じであるが、給付金とギフトカードという違った手法を用いた理由」を問う質

疑があり、「地方創生臨時交付金を財源とする場合、全市民を給付対象とした事業には活

用できない。しかしながら影響は全市民が受けているため、一般財源を活用し違った支援

方法としたものである。異なる財源を活用した場合でも、どちらも現金、もしくは、どち

らもギフトカードとなれば、地方創生臨時交付金の活用はできないこととなる」との答弁

がありました。 

次に、肥料価格高騰対策事業について、「土壌診断に要する経費の補助金申請期間と対

象の１５４７経営体の算定根拠」を問う質疑があり、「年内にＪＡ等を通じて申請を受付

できるようにしたい。また、経営体については、２０２０年の農林業センサスに基づいて

いる」との答弁がありました。続いて、「書類の申請先」を問う質疑があり、「国の事業、

市の事業ともに、ＪＡ等を通じての申請となるよう調整したい。事業の申請をされるのは

農家の皆さんであることから、本市としては伴走支援をしていきたい」との答弁がありま

した。 

次に、放課後児童クラブ整備事業について、「現在の遷喬放課後児童クラブの状況と新

築される建物の概要」を問う質疑があり、「現在は１、２年生６６人、３～６年生５３人の

２クラス編成で運営しており、部屋の広さはどちらも８０㎡である。遷喬小学校南校舎の

西側に軽量鉄骨造２階建を新築するもので８０㎡の部屋が４部屋あり、３クラス編成で運

営していく」との答弁がありました。続いて、「今後のスケジュール」を問う質疑があり、

「今年度は設計業務を実施し、令和５年度中に建築工事を行い、令和６年度当初から運営

していく」との答弁がありました。 

  なお、議第１８号、議第１９号、議第２０号、議第２６号についての質疑はありません

でした。 

討論は、ありませんでした。 

 

３ 審査結果 

・議第１７号 賛成多数で原案可決 

・議第１８号 全員賛成で原案可決 

・議第１９号 全員賛成で原案可決 

・議第２０号 全員賛成で原案可決 

・議第２６号 全員賛成で原案可決 


